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あrt孝して おめてこうこぜい孝す

ことしもきゅうしょくをしっお1と,たべても
じょう意なお1らだをつくLl孝しょぅ。

Tz↑r子うサラダ

翻

轡
きゅうしょくのカレーには、
チーズやだっしふんにゅうがは
いつています。ほねやはをつよく
するカルシウムがおおくとれま
す。ごはんにかけてたべましょ
= ) 。

かける

せわりこめこパン

だいすは、からだをつくるた
んばくしつがおおくはいってい
るので、はたけのにくとよばれ
ています。よ<かんでたべましょ
つ 。

T纏
覇翻

ま―ほどうふは、とうふとひ
きにくをつかつたちゅうごくの
りょうりです。

ひじきのつくだに

翻

圏
ぎすけには、ふくおかのきょうと
りょうりです。 『みやのさすけ』さ
んとしヽうひとがかんがえたので、こ
のなまえがつきました。
しらたまそうには、おしょうがつ
をおいわいするりょうりです。

1纏
フ翻
Ω
メロンパン

きょうは、きゅうしょくしゅう
かんのおたのしみこんだてです。
ごまみそラーメンはめんがのび
ないようにじゅんびをはやくし
て、おいしくたべましょう。

ほ

口牲螢

カレーピラフはきゅうしょくし
つでたいている、カレーあじのご
はんです。

Z  翻
臣重ヨいちごジヤム

かぶは、はるのななくさのひとこ
で、 「スズナ」ともいいます。
はくさい、チンゲンサイ、こまこ
なは、このかぶのなかまです。

z日ヽため
験

麗議のりのつくだに

こまつなは、いまがしゅんのや
さいで、ほねをつよくするカル
シウムや、ひんけつをrslせいでく
れるてつぶんがはいっています。

Z 種1 翻

こうやどうふは、とうrSlをこお
らせてかんそうさせたもので
す。ほねやはをつよくするカルシ
ウムや、ひんけつをふせいでくれ
るてつぶんがはいっています。

2       の

ぼんかんはさせつのくだもので
す。かぜをひきにく<し てくれる
ピタミンシーがおおくはいってい
ます。
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努】
き
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しヽまからやく120ね んまえの,
きゅうしょくがはじまったときのこ
んだてをさんこうにしてしヽます。
てをきれいにあらい、ごはんにた
かなをいれ、のりでまいてじょうす
にたべましょう。 さ けはほねにき
をつけてたべましょう。

曹

27ョヱ挙ばぁぇ

∪
翻

こくとうパン

ボルシチはロシアリょうりで
す。ロシアはふゆのさむさがきび
しいので、からだがあたたまるも
のがたべられています。

J ま
」官:『「〕

なますは、にんじんのあかとだ
いこんのしろがえんぎがよいの
で、もヽるくからおしょうがつをお
いわいするりょうりとしてたべら
れています。
いわしはほねまでたべられま
す。

轡
おやこにこみとんぶりの 「ぐ」
は、ごはんにかけてどんぶりにし
て、たべましょう。

イポ 諭 灘 じょぅ～酷 ～
薙慧は、ぉ獲酉砲はズかせない新弊を精う箱整の輩つです。「薙
黒」とし、ぅ名前は、もちや鈴巽、錯警筋など、醤芦仏査稼巻最ぜて急
るという「煮雑(にまぜ)」としヽう警葉からきてしヽます。響ほ、その
生施でとれた簡の華や落の華などのお覆え訪を新弊に急て昼べ、1弊
の無事を祈つていました。雑煮のもちの形や食材‖傑ぽけは、地断や

鉄鷲によってさまざまです。話贅あ電軍是業」には、業肉に占軍も
ち、冬が旬のだしヽこん、さといも、そして博多雑煮には欠かせない、

かっぉ桑が哭ってぃます。輩軍薙業を盗べて、新しし、肇をお精いしま


